
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

        
 

 

PoC対応　16入力デジタルレコーダー

主な特徴

・ ディープラーニングによる動体検知機能2.0（全アナログチャンネル
  対応）
・ ディープラーニングによる境界侵入監視機能
・ H.265 Pro+/H.265  Pro/H.265/H.264+/H.264 ビデオ圧縮
・ HDTVI / AHD / CVI / CVBS / IP ビデオカメラ入力
・ 同軸ケーブル重畳音声入力対応
・ 最大32chのIPカメラ（最大 8MP）入力に対応
・ PoC対応カメラへ同軸ケーブルによる電源供給可能

圧縮および記録

・ H.265 Pro+ビデオ圧縮により、エンコード効率の向上と、データストレージのコスト削減が可能
・ 最大8PMの解像度での録画が可能

ストレージと再生

・ 2つのSATAインターフェース
・ スマートサーチによる効率的な再生

スマート機能

・ ディープラーニングベースの動体検知、境界監視（ラインクロスおよび侵入検知）
・ アナログカメラとスマートIPカメラの両方で複数のVCA（ビデオコンテンツ分析）イベントをサポート

ネットワークおよびイーサネットアクセス

・ 市販されている主要なWi-Fiドングル製品に対応
・ ネットワーク管理を容易にするHik-Connect ＆ DDNS（ダイナミックドメインネームシステム）
・ 出力帯域幅の制限を設定可能



 
 
  

 



 
 
  

 
 
 
  

 

 

 
 



 
 
  
 
 

 

 

  

PoCカメラへの電力供給（AT/AFモード）
PoE規格に基づき、HikvisionはPoCカメラの電力レベルを区別するために、PoCにＰｏＣ.atとＰｏＣ.afモードを導入しました。
ＰｏＣ.atとＰｏＣ.afの最大動作電力は、それぞれＰｏＣ.at：12WとＰｏＣ.af：6Wです。この2つのモードは、IEEE 802.3のＰｏＥ規格と
は関係ありません。

16ch PoCレコーダーは、8台のPoC.atカメラと固定チャンネルではなく、ランダムな8チャンネルで接続されています。
16ｃｈ PoCレコーダーの接続は下表の通りです。

PoCアクセス機能

（台数）


